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1.本誌は、物性の軒究を共司で促進するため、研究者がその研究・意見を自由に発表し

討論しあい、また、研究に関連した'情報を交換しあうことを E的として、毎月 1国編
集・刊行されます。掲載内容は、研究論文、研究会・国際会議などの報告、講義ノー

ト、研究に関連した諸問題についての意見などです。

2.本誌に投積された論文について辻、京民として審査は行いません。但し、編集委員会

で本誌への掲載が不適当と判訴された場合に辻、改訂を求めること、または掲載をお

断ちすることがあります。

3. 1物註研究Jに搭載される論文の著作権は、物性研究刊行会に帰冥することとします。
但し、著者が著作物を寵沼することをさまたげるものでは為りませんG

4.本誌の論文を欧文の論文中で引用する時に辻、 Bussei1三enlξyu90 (2008)， 1.のように

引用して下さい。

[原積作蔵要領]

1.原稿は、震則として日本語に践ります。

2.投稿原稿は2部提出して下さい。 程し、研究会報告は l部で結構です。

3.別崩を希望の場合は、投稿の際に、 50部以上 10部単位で、注文部数・部崩送付先・

請求先を明記の上、お申し込み下さい。別問代金については、刊行会までお問い合わ

せ下さい。

4.原尉として写真製版でそのまま申請5されますので、以下の点に注意して原稿を作成し
て下さいc

1)用紙はA4を縦に{吏居。(r:間出土 B5にな与ます。縮小率86%)

2)マージンは、上下各約3cm、左右各約2.5cmo1ページに本文34行、 11子に全

角文字で42字程変にして下さいっ

3)第 1ページは、タイトルはセンタワング、所属・民名は右寄せにして、本文と

の関に受理日を入れるので、余白を少しあけて下さいっ

4)国や表は本文中の該当個所に貼ち込み、関の下にキャプションを付けて下さい。

5)体裁については、上記は一定、の目安ですので、多少の違いがあってもかまいま

せん0

5. 研究会報告の作成要領については、物性研究ホームページをご覧いただくか、刊行会

までお問い合わせ下さい。

〒606-8502 京都市左京区北白JII追分宵

京都大学湯川記念館内

物性研究刊行会

Tel. (075)722-3540， 753-7051 

Fax. (075)722-6339 

E-mail busseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp 

URL http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp;-busseied/ 



物性研究部-3 (2009 -12) 

掲示板

実「修士論文J募集責

本誌では、各大学の物性分野の穆士課程諺了者の研究内容を紹介していますG 本年も 2009年

度の修士論文を募集します。学箭的に価値の高いもの、研究内容がユニークで面白いものの誌か、

研究は完成していないが今後に興味ある問題提起を含むものや、レビュー的な力作など、特色の

ある修士論文を投議して下さい。

本誌に掲載されれば、全国の大学図書舘で貴修士論文を関覧することができるようになりますむ

また、本誌は、国立信報学研究所の CiNiiで、創刊号からの電子版アーカイブ、老公開していますC

http:j j CI.nii.ac 必jvoLissuejnelsjAN0021948X_jp.html 

発行後5年は有料公開ですが、 5年経過すれば、無料で誰でも見られます。貴修士論文も、搭載後

は、 Ci日iで公開され、オンラインで見られるようになります。奮って、ご応募ください。お待ち

しています。

1 .募集結切: 20 1 0年3月31日(水) [縛切薮守]

2. 自薦、{也薦は間いませんG

3.論文のコ三ーを2部下記宛にお送り下さい。

4. 4月以降の連籍先を明記して下さい。 CE-mailアドレスは必ずご記入下さい。〉

積極的な投稿を歓迎しますが、掲載の可否について誌編集委員会にご一任下さい。例年、判断

基準として、論文の内容および分野間のバランス等を考麗しています。掲載が決定した論文につ

いては、以下のよう者対応を取らせていただきますc

1 .原期として、英文の諺士論文試日本語に訳していただきます。

2.枚数の多いもの培、嵩潔な内容に縮めていただく場合や、写真印刷の都合上、体裁を整

えていただく場合があります。

3.環在のところ、本誌はカラー印刷誌できませんc カラー図版をご自分のホームページに

置いていただければ、「物性研究Jのホームページからリンクをはることができます。

また、留を他の印剥物から転載している場合は、転載の許諾を著者ご自身にお願いする

ことになりますむ

4.諺士論文の著作権が、所露大学にある場合は、本誌に掲載することを届けて、許可そ得

てくださいc

5.揚載された論文の著者には、別刷の体裁の論文PDFと掲載号を寄贈します口

[問合せ&送付先]

〒606-8502 京都市左京区北白川追分町京都大学湯川記念舘内

物性研究刊行会

Tel: (075) 722-3540ぅ753-7051 Fax: (075) 722-6339 

E-mail: busseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp 

U豆L: http:j jwww2.yukawa. 
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物性研究 93 -3 (2009 -12) 

訂正

物性研究ぅ Vol. 92封o.5・6(2009年8・2月合併号)， pp 438-493. 
「フント経験則の解釈 模型から abinitioへ戦略を転換する起点 -J

安原洋、小山田隆行、本部研太、丸山洋平

正誤表 2009年 10月2日訂正

* 457ページ〈脚注)
(誤)ボーア半径α。で、測ったものに椙当するう D/1V= n-1 = 4/3(γsα。)30
(正)ボーア半径α。で測ったものに相当する守 D/N= n-1 = 4π/3(γsαo?o 

* 458ページ〈脚注) (10)式

〈誤)

がよ同二 ;千(す)'*gil(O)+ う 引 (q)=1+4千(すr岩手Ir=o+ 同
(正〉

引q)=-;キ(す)4g11(O)+ う 百 十

* 479ページ〈本文)
(誤)最外殻原子軌道の収縮と内殻原子軌道の収縮が導く、

(正)最外殻原子軌道の叡縮と内設原子軌道の諺張が導く、

* 490ページ(本文〉
(誤)バイエルスの 蚤里領婿震 (1955年刊、

(正)バイエルスの「固体の量子論J(1955年刊、

円
六
U
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編集後記

JSTが運用するアーカイブサイトで「物性論研究Jの公聞が始まったと関いたので、

どんなものかと覗いてみました。いうまでもなく、本誌の前身で、 1943年 8月から

1963年8月まで(詳しくは、 1957年3丹までの「物性論研究jと1957年4月からの

「物性論研究J2集に分かれます)刊行された、歴史ある学街誌です。今はまだ、一部

しか公開されていませんが、順次追加されて、最終的には全号が公開される予定です。

すでに、本誌の本一ムページからリンクが張られています。私が見たときには、「特性

論研究jのiまうは No.10から 12の三号だけでしたが、 2集のiまうは Vol.3 (1958) 

から Vol.9 (1961)まであり、かなり充実していました。

まず気づいたのは、どの号にも投稿原稿がずらりと並んでいるということでした。

伝説の大先生のお名前もあれば、初めてお目にかかる名前もあり、統計物理、~{:本物理

から生物物理まで、多種多様な問題が議論されています。 lまんの数ページの短いノー

トのような原稿もあれば、 30ページを超える大論文もありますc この時代の訴究者た

ちの熱気が伝わってくるようです。研究者たちの靖熱に支えられて、この雑誌が研究

発表と議論の場として機能していたことがよくわかります。

残念ながら、現在の「物性研究」は「投稿原稿がずらりと並ぶJ状況ではるりませ

ん。雑誌の作りがいつの間にか変わってしまったようで、多くは編集委員が企画した

依頼原語です。依頼すれば書いてもらえるということは、日本語で発表したいという

欲求が完全になくなったわけではないと思うのですが、うまく需要そ揖り起こせてい

ないだけなのでしょうか?それとも、部の理告があるのでしょうか?投稿が増えな

いなかで、「物性研究」が果たしている投書iとは何急のだろうかと、いろいろなこと

そ考えさせられる結果となりました。

(S. T.) 
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村瀬 雅f斐 (京大・基研)
槙田達雄

(((東北東大大北大・・電理・子理・研物・物理)理)) 泉田 渉

結集委員
JII口由紀
波多野恭弘 (東大・地震研)

荒木 武昭 {京大・理・物理) 笹本智弘 〈千葉大・理・数学・ J[害報数理)

高橋 義朗 ((京京大大・理・物理)
哲p瀬陽一 (新潟大・理・物理)

武末 真二 ・理・物理) 樋口雅彦 ({言州大・理・物理)

松本 開 (京大・理・物理) 小西哲郎 (名大・理・物理)

桧山 洋 (京大・理・化学) 湯川 諭 (抜大・理・宇宙地球)

遠山 貴ヨ ((京京大大 ・基研)
認崎 費百 {奈良女大・理・物理)

戸塚 圭介 ・基研) 本島 健 (詞大・理・物理)

早川 尚男 〔京大・基研) 柴田達夫 (広大・理・数理分子生命)

森成 龍夫 (京大・基研) 坂口英継 (九大・総理工・量子プロセス)

和田 浩史 (京大・基研) 関本 謙 (Paris第 7大学・物理)
大木谷耕言 (She邑eld大学・応用数学)

E-mail: busseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp 

URL: http:j jwww2.yukawa.kyot仁)-u.ac.jpjも 1部 eiedj

物性研究 第93巻第 3号(平成21年 12月号) 2009年 12月5日発行

発行人 村;顎程{麦 〒606-8502京都市左京区北自J!I追分町
京都大学場JII記念館内

印刷所 中西印刷株式会社 〒602-8048京都市上京底下立売通小Jil東入ル

発行所 物性研究刊行会 〒606-8502京都市左京宮北白川追分町
京都大学湯川記念館内

年額 19，200円



会員規定

舘入会員

1.会費:

当会の会費は前納制になっています。したがって、 3月末までに

次年安分の会費をお振込み下さい。

年会費 9，600円
1st V olume (4 月号~9 月号〉
2nd Volume (10月号~3 月号)

振替用紙は毎年2月号にとじ込んでありますc 振巷用紙が:Q:.、要な

場合辻、下記までご請求下さいc 郵便売の吊紙で、も結構です。通

信捕に送金内容を必ず明記して下さい。

部i更振替口車 01010-6-5312 
2.送本中止の場合:

送本の中止は年度の切れ目しかできません。次の年度より送本

中止を希望される場合、できるだけ早めにご連絡下さい。中止の

連絡のない限り、送本は岳動的に継続されますのでご注意下さ

しミ。

3. 送本先変更の場合:

住所、勤務先の変更などによ持、送本先がかわる場合は、すぐに

ご連絡下さいc

4. 会費滞納の場合:

正当者理由なく 1年以上の会費を帯約された場合は、送本を停止

することがあ乃ますので¥ご注意下さい。

機関会員

1 .会費:

学校、研究所等の入会、及び個人でも公費払いのときは機関会員

とみなし、年会費 19.200円です。学校、研究所の会費の支払い
は、後払いでも結構です。申し込み持に、支払いに書類(請求、

見積、納品書)が各何通必要かをお知らせ下さい。当会の請求書

類で支払いができない場合は、貴校、貴研究所の請求書類をご送

付下さいc

2. 送本中止の場合:

送本の中止は年度の揺れ巨しかできません。次の年度より送本

中止を希望される場合、できるだけ早めにご連絡下さいc 中止の

連絡のない限り、送本は自動的に継続されますのでご注意下さ

し'0

雑器未着の場合:発行日より 8ヶ月以内に下記までご連結下さい。

物性罰究刊行会

干606-8502 京都甫左京区北白川追分町 京都大学湯JII記念館内

電話 (075)722-3540， 753-7051 
FAX (075) 722-6339 
E-mail busseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp 
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